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本
書
は
、
日
本
で
も
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
始
め
た
国
家
の
情
報
活
動
（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
）
に
関
す
る
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
ー
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
ド
イ
ツ
に
出

現
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
情
報
活
動
を
取
り
上
げ
て
い
る
。一
敗
地
に
ま
み
れ
た
ド
イ
ツ

が
、
国
家
の
存
続
を
賭
け
て
遂
行
し
た
強
か
な
情
報
活
動
の
実
態
が
、
従
来
の
研
究
に
対
す
る

肯
定
と
批
判
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、敵
国
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
情
報
機
関
の
未
刊
行
資
料
を

新
た
に
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
説
得
力
を
持
っ
て
描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
情
報
活
動
が
国
家
の
存
続
に
決
定
的
役
割
を
演
じ
る
事
実
を
、
冷
静
に
提
示
す

る
好
著
で
あ
る
。

著
者
の
柏
原
氏
は
、
京
都
大
学
文
学
部
の
西
洋
史
学
科
と
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
文
学
科
の
両

方
を
卒
業
し
た
あ
と
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
情
報
活
動
の
歴
史
的
研
究
に
従
事
し
、

二
〇
〇
六
年
以
来
、数
多
く
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
本
書
執
筆
に
直
接
に
つ
な
が
る
論
考

と
し
て
は
、「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
の
新
動
向
―
進
む
フ
ラ
ン
ス
の

情
報
公
開
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
テ
ロ
対
策
の
進
化
」（『
情
報
史
研
究
』（
２
）、
二
〇
一
〇
年
六

月
）、「
第
一
次
大
戦
後
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
ソ
ビ
エ
ト
情
報
活
動
―
フ
ラ
ン
ス
行
政
警
察
〈
ド
イ

ツ
フ
ァ
イ
ル
〉
よ
り
」（『
情
報
史
研
究
』（
3
）、
二
〇
一
一
年
六
月
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
各
国
の
情
報
活
動
の
歴
史
に
関
し
て
も
、
複
数
の
著
作
が
あ
り
、
共
著
に
『
世

界
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
―
21
世
紀
の
情
報
戦
争
を
読
む
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、二
〇
〇
七
年
十
一

月
）、
単
著
に
『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
入
門　

英
仏
日
の
情
報
活
動
、
そ
の
創
造
の
瞬
間
』（
Ｐ

Ｈ
Ｐ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
二
〇
〇
九
年
九
月
）
な
ど
が
あ
る
。

今
回
の
著
作
は
、
以
上
に
示
し
た
幅
広
い
研
究
業
績
の
基
礎
の
上
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
公
文

書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
情
報
活
動
に
関
す
る
報
告
史
料
（
著
者
は
こ
れ
ら
を
「
ド
イ

ツ
フ
ァ
イ
ル
」
と
呼
ぶ
）
を
活
用
し
て
、従
来
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
史
研
究
に
新
た
な
研
究
面

を
切
り
開
い
た
意
欲
的
力
作
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
日
本
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
対
す
る
大
方
の
見
方
は
、「
民
主
的
で

平
和
国
家
を
め
ざ
し
た
共
和
国
で
あ
っ
た
が
、ナ
チ
ス
の
出
現
に
よ
り
そ
の
命
運
を
絶
た
れ
た

美
し
い
が
、
ひ
弱
な
国
家
で
あ
っ
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
柏
原
氏
の
著
作

は
、
こ
の
よ
う
な
情
緒
的
（
？
）
な
観
点
を
覆
し
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
が
、
出
発
当
初
か
ら

如
何
に
し
た
た
か
に
、ド
イ
ツ
と
い
う
国
家
を
保
全
す
る
た
め
の
国
内
政
策
と
外
交
政
策
を
展

開
し
た
の
か
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
実
証
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
一
読
し
て
抱
い
た
読
後
感
は
、「
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
こ
そ
が
、
ナ
チ
ス
の
出

現
の
地
な
ら
し
を
し
た
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
歴
史
の
真
実
と
は
奥
深
い

も
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
章
立
て
の
み
を
示
し
て
章
中
の
各
節
は
割
愛

し
、
巻
末
の
文
献
リ
ス
ト
も
項
目
の
み
を
提
示
し
詳
細
は
割
愛
し
た
。

第
一
章　

な
ぜ
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
情
報
活
動
を
扱
う
の
か

第
二
章　

フ
ラ
ン
ス
の
情
報
活
動

第
三
章　

ド
イ
ツ
革
命

第
四
章　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
共
産
主
義
活
動

第
五
章　

ド
イ
ツ
の
戦
略
と
情
報
機
関

第
六
章　

結
論　

文
献
リ
ス
ト

　

未
刊
行
史
料

　

刊
行
史
料

　

二
次
資
料
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著
者
は
、秘
密
裡
に
行
わ
れ
る
情
報
活
動
（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）
こ
そ
が
、近
代
国
家
の
本

音
を
も
っ
と
も
明
瞭
に
代
弁
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、情
報
活
動
関
連
の
史
料
が
明
ら
か
に
な

れ
ば
、
隠
さ
れ
た
国
家
意
思
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
に
、
著
者
は
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
国
家
意
思
を
確
認
す

る
手
段
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
情
報
機
関
が
収
集
し
て
い
た
ド
イ
ツ
関
連
の
情
報
史
料
（
著
者

の
い
う
「
ド
イ
ツ
フ
ァ
イ
ル
」）
を
活
用
す
る
の
で
あ
る
。
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
で
対
独
情
報
活
動

を
束
ね
て
い
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
軍
参
謀
第
二
部
で
あ
る
が
、
そ
の
実
務
は
特
別
警
察
や
パ
リ

警
視
庁
と
い
う
警
察
機
関
が
担
っ
て
い
た
。
実
務
を
担
当
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
警
察
は
、フ
ラ

ン
ス
外
務
省
、
フ
ラ
ン
ス
軍
か
ら
の
情
報
を
受
け
取
る
だ
け
で
な
く
、
独
自
に
ド
イ
ツ
情
報
を

収
集
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
資
料
は
、公
安
、防
諜
活
動
の
史
料
と
し
て
保
管
さ
れ
、「
ド

イ
ツ
フ
ァ
イ
ル
」
の
起
源
と
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
フ
ァ
イ
ル
の
詳
細
は
、第
二
章

で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
国
家
意
思
を
明
ら
か
に
す
る
格
好
の
題
材
と
し
て
、

一
九
一
八
年
に
始
ま
り
仇
花
の
よ
う
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
ド
イ
ツ
革
命
を
取
り
上
げ
る
。そ
し

て
そ
の
経
緯
を
、
ド
イ
ツ
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
て
再
検
討
す
る

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
当
時
の
ド
イ
ツ
は
成
立
し
た
ば
か
り
の
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ

ア
に
接
近
す
る
外
交
姿
勢
を
示
し
て
、
英
・
米
・
仏
な
ど
の
戦
勝
国
を
牽
制
し
て
い
た
。「
敗

戦
国
を
あ
ま
り
に
い
じ
め
る
な
ら
赤
化
す
る
ぞ
」と
い
う
脅
し
で
あ
る
。
こ
の
脅
し
は
効
を
奏

し
、
フ
ラ
ン
ス
を
孤
立
さ
せ
て
当
初
の
莫
大
な
賠
償
金
額
の
引
き
下
げ
や
、
戦
犯
裁
判
の
無
力

化
に
成
功
す
る
。

し
か
し
、
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
の
接
近
政
策
は
、
ド
イ
ツ
の
共
産
化
を
招
く
可
能
性
も

あ
っ
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
革
命
の
阻
止
こ
そ
が
、ド
イ
ツ
政
府
と
ド
イ
ツ
国
防
軍
の
最
重
要
課

題
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
き
わ
ど
い
状
況
の
中
で
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
捕
虜
を
革
命
の
尖
兵
と
し
て
ド
イ

ツ
に
送
還
し
ド
イ
ツ
の
共
産
化
を
目
論
ん
だ
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
外
交
政
策
と
、
巧
み
に
対

抗
し
て
革
命
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
側
と
の
鬩
ぎ
あ
い
の
実
態
が
、ド
イ
ツ
フ
ァ
イ
ル

に
よ
り
説
得
力
を
も
っ
て
描
き
だ
さ
れ
る
。

著
者
は
、
従
来
の
ド
イ
ツ
革
命
研
究
で
は
、
ド
イ
ツ
革
命
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
し
た

世
界
共
産
主
義
運
動
の
運
動
史
の
一
部
と
し
て
分
析
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
共
産
主
義
運

動
の
内
部
か
ら
の
視
点
に
焦
点
が
絞
ら
れ
、ド
イ
ツ
革
命
を
取
り
囲
ん
で
い
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

情
勢
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
、
と
述
べ
る
。
そ
し
て
新
た
に
外
交
史
・
情
報
史
か
ら
の
観
点
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、従
来
と
は
異
な
る
ド
イ
ツ
革
命
像
を
描
き
だ
す
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。本

書
が
提
示
す
る
新
た
な
歴
史
事
実
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。

第
一
に
は
、
一
九
一
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
に
居
を
定
め
た
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
外
交
使
節

団
に
焦
点
を
絞
り
、
初
代
の
使
節
団
長
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
コ
ッ
プ
の
動
向
を
詳
し
く
追
跡

し
た
点
で
あ
る
。
コ
ッ
プ
は
、
ド
イ
ツ
と
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
外
交
関
係
の
維
持
を
試
み
る

一
方
で
は
、
い
わ
ば
裏
の
仕
事
と
し
て
、
ド
イ
ツ
革
命
を
目
的
と
す
る
ロ
シ
ア
の
情
報
活
動
を

統
括
し
て
い
た
。
し
か
し
従
来
の
研
究
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
駐
在
の
ソ
ビ
エ
ト
外
交
使
節
団
と

コ
ッ
プ
の
役
割
に
対
す
る
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
、
な
か
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
ソ
ビ
エ
ト
外
交
使
節
団
が
行
っ
て
い
た
情
報
活
動
に
は
、
海
外
の
ロ
シ
ア
人

で
君
主
制
を
支
持
し
て
い
る
人
物
た
ち
に
対
す
る
監
視
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
に
関
す
る
情
報
収

集
、
外
国
に
滞
在
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
に
対
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
へ
の
潜
入
工
作
、
ロ
シ
ア
国
外
に
住
む
旧
帝
政
ロ
シ
ア
の

軍
人
た
ち
へ
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
ソ
ビ
エ
ト
外
交
使
節
団
こ
そ
が
、
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
情
報
活
動
の
集
約

的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、ま
さ
し
く
「
革
命
の
橋
頭
堡
」
で
あ
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。

当
時
の
「
ド
イ
ツ
共
産
党
」
の
興
味
深
い
実
態
も
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
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は
、「
ド
イ
ツ
共
産
党
」
の
自
主
性
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
ソ
ビ
エ
ト
・

ロ
シ
ア
は
、ド
イ
ツ
の
降
伏
以
前
か
ら
ド
イ
ツ
国
内
の
共
産
主
義
革
命
運
動
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
フ
ァ
イ
ル
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
偽
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
も
っ
た
ロ

シ
ア
人
が
全
ド
イ
ツ
に
展
開
」
し
、「
こ
こ
数
ヶ
月
の
騒
乱
は
ロ
シ
ア
人
が
原
因
」
な
の
で
あ
っ

た
（
本
書
、
八
八
頁
）。

ド
イ
ツ
の
革
命
運
動
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
優
位
と
い
う
状
況
の
中
で
、
ド
イ
ツ
人
共
産
主

義
者
の
間
で
も
、
路
線
対
立
が
発
生
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
議
会
制
の
下
で
の
社
会
改
良
を

志
向
す
る
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
路
線
と
、モ
ス
ク
ワ
の
意
向
に
忠
実
に
従
属
し
よ
う

と
す
る
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
路
線
と
の
間
で
、意
見
が
分
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う

し
た
、
意
見
の
対
立
が
一
気
に
噴
出
す
る
の
が
、
一
九
二
一
年
の
「
三
月
行
動
」
と
呼
ば
れ
る

ド
イ
ツ
共
産
党
に
よ
る
武
装
蜂
起
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
月
行
動
の
結
果
、ド
イ
ツ
共
産
党

は
深
い
痛
手
を
負
っ
た
。
パ
ウ
ル
・
レ
ヴ
ィ
な
ど
の
ド
イ
ツ
共
産
党
幹
部
は
、
三
月
行
動
以
前

か
ら
武
装
蜂
起
に
は
強
く
反
対
し
、レ
ヴ
ィ
自
身
も
ド
イ
ツ
共
産
党
を
退
く
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、ド
イ
ツ
共
産
党
の
幹
部
は
共
産
主
義
者
に
よ
る
武
装
蜂
起
を
断
念
す
る
方
向
に
傾
い
て

い
っ
た
（
本
書
、
一
〇
二
頁
）。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
背
景
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
対
ド
イ
ツ
政
策
の
変
更
が
存
在

し
て
い
た
。
三
月
行
動
の
成
功
の
可
能
性
は
低
い
と
い
う
、コ
ッ
プ
に
よ
る
モ
ス
ク
ワ
へ
の
報

告
が
重
視
さ
れ
、ソ
ビ
エ
ト
指
導
部
内
部
で
も
ド
イ
ツ
で
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
活
動
を
制
限
し

よ
う
と
す
る
勢
力
が
力
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
と
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
外
交
関
係
を

確
立
し
秘
密
軍
事
協
定
を
含
む
こ
と
に
な
る
ラ
ッ
パ
ロ
条
約
の
締
結
に
至
る
ま
で
、ド
イ
ツ
共

産
党
は
資
金
難
に
苦
し
む
。

革
命
の
可
能
性
が
遠
ざ
か
る
中
で
、
ド
イ
ツ
共
産
党
が
目
指
し
た
の
は
党
組
織
を
情
報
機

関
化
し
、
軍
事
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
党
組
織
の
情
報
機
関
化
に
関
し
て
、
一
九
二
一
年
七

月
七
日
付
け
の
、
外
務
省
国
際
連
盟
部
の
「
コ
ブ
レ
ン
ツ
高
等
弁
務
官
の
至
急
電
」
に
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
共
産
党
組
織
の
主
要
な
部
分
は
、
情
報
機
関
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
情
報
機

関
に
直
属
し
て
い
る
の
が
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
部
局
で
、
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
部
局
は
工
場
や
経

営
評
議
会
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

情
報
機
関
の
主
要
な
目
標
は
、
反
動
的
な
組
織
へ
の
ス
パ
イ
活
動
と
、
労
働
、
労
働
者
の

条
件
、
執
拗
な
程
の
情
報
の
集
約
で
あ
る
」（
本
書
、
一
〇
三
頁
）。

従
来
の
研
究
で
は
、
ド
イ
ツ
共
産
党
は
「
ド
イ
ツ
革
命
」
と
い
う
社
会
運
動
史
の
範
囲
内

で
と
り
扱
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ド
イ
ツ
フ
ァ
イ
ル
に
よ
り
、ド
イ
ツ
共
産
党

の
主
要
部
分
が
、「
情
報
機
関
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
以
上

は
、イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
側
面
か
ら
の
ド
イ
ツ
革
命
の
新
た
な
考
察
が
必
要
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
著
者
は
い
う
。

党
組
織
の
情
報
機
関
化
、
軍
事
化
と
な
ら
ん
で
、
ド
イ
ツ
共
産
党
が
新
た
に
採
用
し
た
方

向
性
に
、
民
族
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
が
あ
っ
た
。
民
族
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ズ
ム
と
は
、
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
条
約
反
対
の
革
命
的
人
民
戦
争
を
宣
言
し
、ド
イ
ツ
の
武
装
主
義
者
を
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
の
支
持
者
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、当
初
か
ら
レ
ー
ニ
ン
に
よ
り
批
判
さ
れ
て
い

た
が
、ド
イ
ツ
共
産
党
は
民
族
ボ
リ
シ
ェ
ビ
ズ
ム
に
再
接
近
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
共
産
主
義

者
は
、「
保
守
派
と
主
張
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
あ
わ
よ
く
ば
保
守
派
の
勢
力
に
便
乗
」
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
、
と
著
者
は
い
う
。

こ
の
ほ
か
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
中
心
と
し
た
国
際
共
産
主
義
運
動
が
、
ド
イ
ツ
を
基
軸
と

し
て
展
開
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
拡
散
し
て
い
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
、
共
産
主

義
運
動
史
に
対
す
る
本
書
の
新
た
な
貢
献
で
あ
ろ
う
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
初
期
の
活
動
に
関
し
て
は
、
ロ
シ
ア
が
公
開
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
ア
ー

カ
イ
ブ
を
積
極
的
に
分
析
し
た
山
内
昭
人「
初
期
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
在
外
日
本
人
社
会
主
義
者

―
越
境
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
と
い
う
労
作
が
存
在
す
る
。

し
か
し
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
研
究
書
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
活
動
が
ド
イ
ツ
を
基
軸
に
し

て
展
開
さ
れ
た
事
実
へ
の
言
及
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

山
内
の
著
作
に
限
ら
ず
、
ド
イ
ツ
革
命
当
時
の
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の

活
動
に
関
し
て
は
、
十
分
な
研
究
が
行
わ
れ
た
と
は
言
い
が
た
い
と
、
著
者
は
い
う
。
し
た
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が
っ
て
本
書
は
、共
産
主
義
運
動
の
研
究
上
の
「
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
」
に
新
た
な
光
を
当
て

た
こ
と
に
な
る
。

本
書
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
導
し
た
共
産
主
義
運
動
が
、
モ
ス
ク
ワ
↓
ド
イ
ツ
（
ベ
ル

リ
ン
）
↓
西
洋
諸
都
市
と
い
う
連
絡
経
路
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
た
事
実
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

モ
ス
ク
ワ
と
ベ
ル
リ
ン
の
間
に
は
、
中
継
地
点
と
し
て
の
バ
ル
ト
海
諸
国
の
各
拠
点
が
介

在
し
て
い
た
。
例
え
ば
リ
ト
ア
ニ
ア
の
カ
ウ
ナ
ス
で
は
、
文
書
の
翻
訳
（
ド
イ
ツ
語

⇔

ロ
シ
ア

語
）
や
貨
幣
の
両
替
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
の
経
路
と
し
て
は
、ベ
ル
リ
ン
↓
マ
ン

ハ
イ
ム
↓
レ
ラ
ハ
↓
ド
イ
ツ
の
他
の
地
域
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
と
い
う
経
路
が
確
立
さ
れ
て

い
た
。
さ
ら
に
ド
イ
ツ
南
部
か
ら
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
至
る
ま
で
、
鉄
道
線
路
に
沿
っ
て
共

産
主
義
運
動
の
連
絡
経
路
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
南
部
か
ら
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
に
至

る
ま
で
の
鉄
道
線
路
は
、
い
わ
ば
「
赤
化
回
廊
」
と
で
も
呼
べ
る
連
絡
経
路
だ
っ
た
、
と
著
者

は
い
う
（
本
書
、
一
二
六
頁
）。

本
書
で
は
、
ド
イ
ツ
が
国
際
共
産
主
義
運
動
の
連
絡
網
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
だ
け
で
な

く
、
実
務
協
議
の
場
、
国
際
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
情
報
資
料
と
い
う
従
来
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
資
料

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
共
産
主
義
運
動
の
分
析
は
、躍
動
感
に
満
ち
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ス
情
報
資
料
の
信
頼
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
い
う
と
、
著
者
は
英
国
や
フ
ラ
ン
ス
さ
ら
に
ド
イ
ツ
の
外
交
資
料
も
併

用
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
外
交
資
料
の
記
述
と
フ
ラ
ン
ス
情
報
資
料
は
、
な
か
ん
ず
く
「
三
月

行
動
」
を
め
ぐ
る
内
容
に
関
し
て
は
、
整
合
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

以
上
に
述
べ
た
内
容
か
ら
し
て
も
本
書
は
注
目
さ
れ
る
研
究
で
あ
る
が
、
特
筆
す
べ
き
点

は
、
成
功
す
る
か
と
思
わ
れ
た
「
ド
イ
ツ
革
命
」
が
流
産
し
た
原
因
解
明
に
、
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
解
明
の
た
め
の
経
路
が
、「
ド
イ
ツ
革
命
」
に
対
す

る
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
情
報
活
動
の
分
析
な
の
で
あ
る
。

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
よ
る
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
の
接
近
政
策
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
事
実

上
の
統
括
者
で
あ
っ
た
ゼ
ー
ク
ト
将
軍
が
構
想
し
た
外
交
政
策
で
あ
っ
た
。
ゼ
ー
ク
ト
は
、ド

イ
ツ
に
と
り
「
危
険
な
」
共
産
主
義
国
で
あ
っ
た
ロ
シ
ア
と
の
接
近
を
計
る
こ
と
に
よ
り
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
体
制
の
打
破
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
ゼ
ー
ク
ト
が
活
用
し
た
の
は
、ソ
ビ

エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
の
秘
密
外
交
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
支
え
る
ド
イ
ツ
の
情
報
活
動
で
あ
っ
た
。

事
実
と
し
て
、
ラ
ッ
パ
ロ
条
約
の
締
結
へ
と
つ
な
が
る
ソ
ビ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
の
秘
密
外
交

は
、
ド
イ
ツ
国
防
軍
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
存
在
は
、
ド

イ
ツ
外
務
省
の
活
動
を
中
心
に
据
え
て
行
わ
れ
る
従
来
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
外
交
史
研
究

に
、
修
正
を
迫
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
で
は
、
ド
イ
ツ
の
情
報
活
動
の
実
態
に
関
し
て
も
、
興
味
深
い
新
た
な
事
実
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
特
に
印
象
深
い
の
は
、ハ
イ
マ
ー
ト
デ
ィ
ー
ン
ス
ト
を
筆
頭
と
す
る
強
力
な
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
機
関
が
、
戦
後
に
再
建
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
ド
イ
ツ
の
共

産
化
を
防
ぐ
と
同
時
に
、住
民
投
票
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
へ
の
帰
属
が
決
定
さ
れ
る
地
域
に
対
す

る
宣
伝
活
動
で
あ
っ
た
。終
戦
直
後
に
は
ド
イ
ツ
を
席
巻
し
て
い
た
共
産
主
義
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

が
、
わ
ず
か
数
年
の
の
ち
に
は
、
ド
イ
ツ
の
国
粋
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
背

景
に
は
、ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
に
よ
る
国
家
の
存
続
を
賭
け
た
積
極
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動

が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
末
尾
に
お
い
て
、
筆
者
は
ド
イ
ツ
革
命
失
敗
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
ド
イ
ツ
軍

士
官
に
よ
る
ド
イ
ツ
共
産
主
義
運
動
へ
の
浸
透
工
作
を
指
摘
し
て
い
る
。強
力
な
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
に
よ
る
巻
き
返
し
に
加
え
て
、
共
産
主
義
勢
力
に
積
極
的
に
浸
透
す
る
実
務
工
作
が
、
ド
イ

ツ
革
命
を
蝕
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
ド
イ
ツ
革
命
と
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
史
に
対
す
る
従
来
の
研
究

に
、
新
た
な
光
を
投
げ
か
け
た
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。

（
本
学
特
任
教
授
）


